
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

２０２０年４月改定  

運賃及びその他料金について 

算 定 基 準  乗車～降車 

運 賃  １キロまで２０５円 以降１キロ毎に１７１円加算 

迎 車 回 送 料 金  ３１５円 

乗 降 介 助 料 金  片道２１０円 

軽 介 助 料 金  １５分まで２６２円 以降１５分毎に２６２円加算 

待 機 料 金  １５分まで１５８円 以降１５分毎に１５８円加算 

キ ャ ン セ ル 料  当日キャンセル６５０円 

年 会 費  ２０００円 

登録利用者どうしによる複数（２名）乗車について 

運 賃  利用者毎の走行距離に応じた料金の１／２の金額 

迎 車 回 送 料 金  それぞれから１／２の金額 

乗 降 介 助 料 金  それぞれから２１０円 

＊複数乗車の場合は軽介助及び待機は行わない 

利用可能な杉並区発行の券 

福 祉 タ ク シ ー 券  運賃・迎車回送料金に対応 

リフト付きタクシー補助券  迎車回送料金に対応 

ネ コ の 手 サ ポ ー ト 

最初の３０分まで５００円  以降１５分毎に２５０円加算 

                         ＊当日のキャンセルは５００円いただきます 
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いつもおでかけサービス杉並をご利用いただきありがとうございます。 

おでかけだより秋号でもお知らせいたしましたが、昨年１０月１日からの消費税率変更による料金の

改定を、４月１日のご利用分より実施させていただきます。 

当団体は福祉有償運送事業に加え、杉並区立ゆうゆう館の受付等業務受託を２館、そして杉並区外出

支援相談センターもび～るの運営受託などを行っており、年間事業高が一千万円を超える消費税の支

払い対象事業者となっています。１０月以降の２％アップ分につきましては移動サービスの利用料金

に転嫁させていただきたく、杉並区福祉有償運送運営協議会での協議の後、運輸局の認可を経て実施

の運びとなりました。 

ご利用者のみなさまには新たなご負担を頂くことになりますが、何卒ご理解を賜りますようお願い申

し上げます。おでかけサービス杉並では、今後とも精一杯みなさまの外出のお手伝いをさせて頂きま

す。お困りのことがありましたらご遠慮なくご相談ください。 

新たな利用料金につきましては、以下の通りとなっております。 

 



 

 

 

杉並区外出支援相談センター もび～る 事務局長 秋山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の桜は３月には終わってしまうのでしょうか。猛威をふるう新型コロナウイ

ルスこそ早く終結してもらいたいものです。２月中旬から始まった未知なるウイ

ルスの感染拡大は、区内でも複数件の発症があり身近な恐怖となりました。そし

て政府の外出自粛要請は、おでかけサービス杉並でも予約のキャンセルや変更が

相次ぎ対応に追われました。まだまだ感染の収束が見えず予断を許さない状況で

すが、現場で直接皆さんに接する運転協力員共々、緊張感を持って乗り切ってい

きたいと思います。 

コーディネーター  野口 恭子 

新型コロナウイルス肺炎の感染拡大による影響はどこまで続くのでしょうか？？？ 

子どもも高齢者も行くところが無くなり、身体も心も閉塞状況に陥っているのではないかしら？ 

そんな想いから「オープンリビング けやきの見える家」では、３月１９日「ご近所お花見さんぽ」を

行いました。３月初めから２週間お休みしていました。皆さんどうしていらっしゃるかしら？ いらし

てくださるかしら？ と思っていましたら、なんとこの日も２６名の方が参加されました。とても嬉し

そうに！ お久しぶりです。おかわりありませんでしたか？ と尋ねると。 

「もう、家にこもってた３週間、お化粧もしなかったわよ」 

「体操教室も休みだから、家でひとりでやるんだけど、なんかおざ 

なりになっちゃうのよね」 

「病院以外はおでかけなし。買い物は近所の方が気にかけて、買っ 

てきてくれたのよ」 

前の大ケヤキを見上げながら保存にまつわるお話を聞いてから、咲

き出した公園の桜や近くの枝垂れ桜を見にのんびりとおさんぽしま

した。その後、しばしの青空サロンを楽しみました。 

このおたよりが皆様のもとに届く頃は・・・・・。収束に 

向かっていることを願うばかりです。 

（樋口 蓉子） 

ひとりで出かけるのが心配な方に付き添ったり、その方の代わりに買い物をしたりといった、住民同士

の支えあいの活動が杉並にはいくつもあります。もび～るでは年に１度、こうした団体の情報交換の場

を設けています。 

この日は、一般社団法人「困った時のＳＯＳ」代表の小暮久美子さんに事例報告をいただき、その後、

二つのテーブルに分かれて、『活動を続ける、拡げるための課題』をテーマに話し合いました。 

「ヘルパーさんとは違う、地域住民同士のお互いさまの助け合いであることをどう伝えるか」「自分たち

の団体で対応できない時には、どこに繋げばいいのか」「活動する人をどうやって募るか」「会を継続し

ていくための運営費をどう確保するか」集まったのは規模や活動エリアなど様々でしたが、出された課

題は共通していて、「同じような活動をしているからこそ、話しあって沢山の気付きがあった」「それぞ

れの良さを補いあえるようにしたい」との感想が寄せられました。 

来年度は、今回後援をいただいた杉並区社会福祉協議会と協力して、課題解決にむけた勉強の機会を設

けたいと考えています。つながることで新しいことが始まりそう、そんな嬉しい予感がした一日でした。 

昨年１１月に行われた杉並地域大学での認定講習を修了した

加藤眞理子さんが、新たに運転協力員に加わりました。車いすの付き添い経験もあ

り心強い存在です。どうぞ宜しくお願いします。 


